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本校「マナビアン」成長の姿

校長 寒河江 正人

生徒諸君、３月になりましたね。

昨日、県内は、高気圧に覆われ、雲一つなく晴れ渡りました。

南に蔵王連峰、西には月山、葉山、そして、朝日連峰まで見渡せました。

暖かな日差しによって気温が上昇し、東根市は１３.４度。

春の到来を感じました。

３学期の授業日数は、残すところあと１０日。

その翌日には、３年生の「卒業証書授与式」。

いよいよ令和４年度も大詰めとなりました。

さて、３学期始業式では、式辞で「生徒諸君の『積極・果敢なチャレンジ』に期待する！」

とお伝えしました。

あなたは、どんな「自分なりのチャレンジ」をしましたか？

私たちは、本校の「マナビアン・プロジェクト」に基づき、「ベスト・マナビアン」の審査

を行いました。

自薦・他薦で推薦された生徒諸君の「自分なりのチャレンジ」は、多種多様。

「レポート探究」「パフォーマンス探究」「作品探究」「e-ラーニング探究」などなど。

「オーダーメイド・ホームワーク」に粘り強く取り組んだ生徒もいました。

校長として、感心したのは「学びのプロセスにおけるその子の成長の姿」です。

担当の先生と何度も「対話」したり、仲間と共に「学び合う」「競い合う」ことを通して、

その子の「学び」が、広がったり、深まったり、高まったりしているということです。

それは、すばらしい、すばらしい、すばらしい。

これぞ、本校が目指す「マナビアン」（主体的な学習者）の姿です。

「今日という日」は、ほんの通過点に過ぎません。

「自分もやってみよう！」と思い立ったら、いつでも始められる。誰でも始められる。

「すぐやる！ 必ずやる！ できるまでやる！」

これこそが、あなたの成長のための鉄則です。


